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会長インフォメーション
PRESIDENT INFORMATION

会長：津野 友邦

事務所：〒540-0001　大阪市中央区城見2丁目2番22号
　　　　ホテルモントレ　ラ・スール大阪
電話：06-6937-8171 ファックス：06-6937-8011
例会日：毎週火曜日　12時30分／例会場：ホテルモントレ ラ・スール大阪
会長：津野友邦／幹事：稲垣良二／SAA：須田幸史朗
電子メール：rcosatrm@cf.mbn.or.jp
ホームページ：https://rc-osaka-tsurumi.jp/

大阪鶴見ロータリークラブテーマ 「 クラブ存続のための会員増強～次の10年に向けて～」

（2ページに続く）

青少年奉仕月間

今日は食事に少し花を添えたい気持ちでワインを
8本持ってきました。2,000円～4,000円ぐらいの手
ごろな価格帯のものです。うち6本はワインを表現す
る際に「樽が効いている」という表現があるのです
が、その感じを味わっていただきたく用意しました。
残り２本はフランスのボルドー地方の赤ワインで、
2015年、2016年は当たり年と言われていて、その年
の手ごろなものを用意しました。
「樽の利いた」というのは、ワインをオーク樽に入
れて熟成させることによって、樽の風味がワインに移
り、バニラ・ココナッツ・煙・キャラメルといった風味
が感じられるようになった状態のことを言います。
6本を簡単に紹介したいと思います。
ナーリー・ヘッド‘スコッチ・バレル‘
生産地はカリフォルニアのナパバレー。ブドウの品
種はシャルドネがメインです。ラベルに1924とある
のは、禁酒法下で作られたワインへの敬意を払って作

られたシリーズです。同じ1924シリーズの赤。こち
らはバーボン樽で熟成された濃厚なカベルネ 
ソーヴィニヨンの魅力あふれる1本です。バーボン
樽で熟成させた濃厚且つスモーキーな味わいが特
徴です。
ブレッドアンドバター
こちらもカリフォルニアのナパバレー。2013年に
設立された新しいワイナリーのワインです。白は
シャルドネ100％、赤はピノノワール100％。オーク
樽熟成感ばっちりです。名前の由来は、１.ブレッド
は樽熟成由来の香ばしい香り、バターはアロマ
ティックな発酵により生まれるバターの風味を表
現。２.単にパンとバターという意味ではなく、「人
生に欠かせないもの」という表現でワインは人生に
欠かせないものという思いが込められているそう
です。
オーボンクリマ
カリフォルニア南部のサンタバーバラという地区
にあるワイナリー。今日持ってきたオーボンクリマ
は樽熟成していない、白はシャルドネ100％、赤は

君が代・四つのテスト さくら

〈第1787回〉 2023年5月9日（火） 本年度第32回

担当：源会長エレクト

ChatGPTと遊んでみよう会長方針
担当：秀島会員

5月16日（火）

イマジンロータリー



（１ページより）

今年度５回目の夜例会です。多数お集まり頂き
ありがとうございます。
次年度の夜例会は、移動例会も計画しますの
で、よろしくお願いします。
本日お越し頂いている岡田久幸さんの入会につ
いて、先週ロータリー情報の説明を行い、来月の
入会を目指して全会員の方への告知を進めていま
す。
2022-23年度委員会報告が未だの方、急ぎ事
務局へ提出をお願いします

ロータリー財団年次基金寄付をお願いします。
目標額はお一人１５０ドル、
４月のレートは１ドル１３３円です。

ピノノワール100％のワインです。すっきりと美味
しい。白は柑橘系の爽やかでかつ酸味とのバラン
スが良い印象で、赤は透明感があってエレガント
な印象です。
是非、同じカリフォルニアの白シャルドネと赤ピ

タイプを比較して飲んで欲しいと思います。

秀 島 会 員 ニコニコ！　本日で満額達成です。
ワイン！！

中 村 会 員 夜例会　皆様楽しみましょう！！

津 野 会 員 来月5.13　台北22周年でしっかり
交流してまいります

稲 垣 会 員 津野会長
ワインの差入れを沢山ありがとうご
ざいます

￥5,000.-　　累計　￥538,000.-

￥16,000-　　　　累計　￥129,000.-

幹事報告 幹事：稲垣 良二

ロータリー財団委員会報告 委員長　菊井　康夫

田中　信明

5月3日　広瀬　芳和
5月5日　秀島　博規
5月6日　田中　信明

5月2 日　浅見　真紀子
5月17日　中村　浩一

各会員

◆誕生日

◆結婚記念日

田中　信明　　

◆ホームクラブ10回連続

◆事業所創立日

26年　谷　康平

◆在籍年数

今月の表彰とお祝い

4月25日【1786回】

会員数　 　 　 　 2 5 名

（内出席規定免除  9名）

出席会員   16名中 10名

出席免除会員  9名中  5名 

出 席 率 15/21  71.43%

ビジター　　　　 2名

ゲスト　　　　　 0名

出席総数　　　　 17名

前々回  18/21 Ｍ/Ｕ0名

修正出席率 14/11 186.36%



担当：濃添会員

卓 話

担当：浅見会員

イニシエーションスピーチ

私は1981年12月、新潟北魚沼で生まれ、一
人っ子長女として育ちました。母親は温泉地で働
き、父親は鉄筋工、なかなかパンチのきいた家庭
で育ちました。田舎で自由奔放に過ごし、山菜取
りや観光客との交流など、濃密な幼少期を過ごし
ました。
小学生時代は家族の都合で4回も転校を繰り返
し、友達との関わり方、寂しさを感じた時期でした。
高校は看護系の学校に進学し、ボランティアで老
人ホームや孤児院に参加する中で、現実的で辛い
場面を目の当たりにし、ショックを受けたこともあ
りました。
その後、17歳で大阪に来て仕事に就きました。
数年後に幸運にも出会った男性との結婚生活、元
気な娘の誕生などを通じて、自身も成長することが
できました。結婚生活も3年ほどで別居することに
なるなど順調にはいきませんでした。上手く行かな
い仕事と、育児に翻弄される日々を送っていまし
た。
その頃、特に感銘を受けた出来事のひとつに、
娘からもらったお守りがあります。ある日、小学2
年生の娘が、自分で紙を切り折って作ったお守り
を渡してくれました。当時、私は拒食症、不安障害、
パニック症、鬱病などの精神的な問題を抱えてい
ました。育児に加えて上手くいかない仕事にも悩
まされ、鬼瓦のような表情しか浮かべられませんで
した。そんな私に娘がくれたお守りには、以下の
ような言葉が書かれていました。

※ママのお守り
いやなとき、これをよむ！
先生におしえてもらったことば
つらいことがあっても、まっすぐすすんで
みちを歩け！！自分がいまなにをやらないといけ
ないのか考える。
あやねより
娘が自分で作ったお守りは、最初はただの紙切
れだと思っていた私でしたが、1ヶ月くらい経った
頃、お守りの中に文字が透けて見えることに気付
きました。中身を丁寧に開けてみると、娘が自分
で考えた言葉が書かれていたのです。その瞬間、
私は娘の側にいることが、私にとっていかに大切
であり、娘が私に対していかに思いを抱いている
かを痛感しました。
娘からもらったお守りは、私にとって最高のプレ
ゼントでした。それは、子供と一緒に成長していく
ということを象徴するものであり、私が少しでも大
人になれた瞬間でもありました。娘がくれたお守り
は、私にとって強い支えとなり、今でも大切に保管
しています。
その後、32歳で北新地でオーナーとしてミニク
ラブをオープンし、2店舗目のオープンに向けて奮
闘しました。しかし、人を扱うことにぶち当たり、
撤退を余儀なくされるなど、波瀾万丈な人生を歩
んできました。
その時知り合った人の誘いで孤児院でのボラン
ティア活動を行い、子供たちから受け取ったパワー
を感じるようになりました。そこで出会った施設職
員から、「ここの子たちは、発見されてこの施設に
入ったことがラッキーで幸せなんです。普通は親は
子供を隠しますから」という言葉に言葉を失いまし
た。
色々な環境下で育った子供達、両親が居なくて
も、新しく出会う人で救われることもある！明るく次
の命と繋がるそのお手伝いはできるんじゃないかと
思ったのもその頃でした。
その後、津野会長から聞いた孤児院や子供食堂
の話に共感し、自分の時間を少しでも困っている
人の役に立てるようにと、ロータリーに入会させて
いただくことになりました。まだまだお話したいこと
はたくさんありますがこれから皆様とのコミュニケー
ションの中で感じ取っていただければ幸いです。
これからクラブの仲間として、どうぞよろしくお願
いいたします。




